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1．雑誌制作目的と背景 

 

 「ロシア-ウクライナ問題」は、2022年2月末

のウクライナ侵攻より注目され、その悲惨な状

況とともに、SNSを中心にロシアに対する強い

批判が広がっている。その結果、現在のロシア

体制だけでなく、“ロシアのすべてが悪”である

といった印象も形成されてきた。加えて、若者

のメディア離れから、SNSの情報を鵜呑みに

し、なんとなくロシアに対する心象がよくない

という人、ロシアに関心すら寄せない人も多く

存在する。 

そこで、私たちは雑誌でのテーマを「ロシア

について考えるきっかけ」とし、私たちにとっ

て身近な“ロシア”に関して取材・記事の執筆を

行うこととした。 

 企画から取材やアポ取り、執筆、編集、レイ

アウト。InDesign制作といった諸作業を通じ

て、雑誌制作のリアルを体験するとともに、若

者の雑誌離れが伝わる中で、どうやったら手に

取ってもらえるかという課題にも取り組んだ。 

 

2．雑誌制作―テーマ決めー 

 

 2022年4月に植村より雑誌制作の目標を告げら

れた。以降、MIEの一環として学校図書館研究

大会MIE部会報告より文教大学の清水先生が提

唱される「壁雑誌」の制作、トレーシングペー

パーを用いた雑誌の模写を行い、本格的な雑誌

制作に着手するまえの予備的な学習を行った。 

 また、都立多摩図書館の東京マガジンバンク

の見学を行い、ロシアに関連する特集記事を見

つけるという課題を与えられ、ロシアという題

材にどのような切り口で挑んでいくかを先の事

例から考えた。 

 こうしたなかで、私たちは「隣人としてのロ

シア」を合い言葉に、日本とロシアに関連しな

がらも身近に感じられるものを模索した。 

まず、「衣・食・住・文化」という軸が挙げ

られた。さらに「衣」であれば寒さや装い、

「食」であればピロシキ、「住」として暖炉や

サウナ、「文化」ではロシア音楽やおおきなか

ぶ、フィギュアスケートのようなスポーツとい

った案も浮上した。 

 

 
 一方で、「私たちの隣人としてのロシアを知

る」という植村の指導や「まとまりがない」、

「記事化できる内容か」といった学生内での議

論も続いた。 



3．テーマの決定と担当決め 

 

 「衣・食・住」を大きく「暮らし」と設定

し、対して「音楽・おおきなかぶ・フィギュア

スケート」を「娯楽」と大きく括ったことで、

テーマの方向性が定まっていく。「暮らし」班

と「娯楽」班、それらをカバーする形で「コラ

ム」班が決まる。メンバーそれぞれ興味によっ

て班は分けられ、以降は班による話し合いで特

集内容を決定していった。 

 また、編集長と副編集長を置いたことで、

「編集長の考える雑誌」制作へと一貫性が増す

こととなった。このとき、雑誌のコンセプトと

狙い、特集テーマの輪郭が見え始める。 

 以降、編集長の下での議論、雑誌の版決めや

ページ数の設定、雑誌名決めが行われることと

なる。 

 

 
 

4．雑誌とテーマ設定 

 

 雑誌という形式を取ることから、雑誌名を「r

e@lize」とし、副題に「何かに気がつく、考え

る」とおいた。「re@lize」はrealize、「気がつ

く」という意味の英単語から拝借した。また、

＠にはreとlizeを区切り＠を組み合わせることに

より、これまでの考えから少し距離を置いてみ

ることを表している。また、＠が「ここ・アド

レス」を指すことから「ここ、この雑誌から」

考えるということを示したものである。副題の

「何かに気がつく、考える」は雑誌名の持つ意

味を分かりやすく示し、読者に自ら考えること

を呼びかけるものである。 

 雑誌のメインターゲットとしては「私たちと

おなじ大学生」を仮定した。これは、マス・メ

ディアではなくSNSから情報収集をし、日常生

活で雑誌を手に取ることがほとんどない、ロシ

アへの関心が薄い日本に生きる学生という学生

像のことである。よって、雑誌は当初仮定して

いた文字の多い研究論文掲載紙のような形式か

ら、大学生にも手に取ってもらえるキャッチー

さを要求されるようになった。 

 特集テーマは上にも示したように「ロシアに

ついて考えるきっかけ」を想起するものである

ことを明確にするため、「知らなかった、ロシ

アがここに。あなたの中の、ロシアがかわ

る。」と掲げた。 

 また特集は全体軸として、私たちに身近であ

ること、読者にも馴染みがあることを意識し

た。表3で掲げられる「半径5メートルのロシ

ア」という題は、私たちや読者に身近な存在で

あるものを取り上げるという「身近」を「半径5

メートル」という言葉で示したものである。 

 

 
 

5．雑誌の構成 

 

 本雑誌は特集2本とコラム3本によって構成さ

れる。人間の生活に欠かせない食という側面か

らロシアについて考える、特集「『おいしい』



だけじゃない！」と、日本とロシアの関わりか

ら繋がりを再考する、特集「『おおきなかぶ』

ーわたしたちをつなぐ物語ー」である。また、

こぼれ話やマトリョーシカといったロシア雑貨

にもフォーカスしたコラム、「スーパーフード

1？そばの実」、「ロシアからのおくりもの」、

「サウナ好き集まれ1世界一熱いロシア」の3本

も掲載されている。 

 このほか表2、3には私たちから読者への問い

かけとして「これはあなたに「考えるきっか

け」を提供する雑誌です。」と強く訴えかけ

る。さらに、p3、p4ではロシアとウクライナ侵

攻の概要、日本とロシアの関わりについてまと

め、これまでの歴史を振り返り、思考の一助と

した。 

 

6．制作方法 

 

 特集の１つ目である「『おいしい』だけじゃ

ない！」では日本人が経営しているロシア料理

店、ロシア人が経営しているロシア料理店、ロ

シアの伝統的な料理である「ピロシキ」を販売

している川崎市内のベーカリーにインタビュー

を行った。 

 特集ページ２つ目の「『おおきなかぶ』－わ

たしたちをつなぐ物語－」では作者不明、すで

に亡くなっているため聞き取り調査を断念。文

献調査、出版社別の『おおきなかぶ』の比較か

らロシアとの関わりを研究した。 

 コラム「スーパーフード蕎麦の実」、「サウ

ナ好き集まれ！世界一熱いサウナ」の2本は雑誌

研究、文献研究を中心に、また「ロシアからの

おくりもの」はロシア雑貨店にインタビューを

実施した。 

 ウクライナ侵攻をめぐるロシアとウクライナ

の動き、ロシアと日本の交流の歴史の振り返り

は文献調査を行い、記事とした。 

 

 

7．特集「『おいしい』だけじゃない！」 

 

 食を取り上げた意図は、私たちが生きていく

上で欠かせないものであり、日々口にする身近

なものでもあると考えるためである。また、食

文化はその国の特徴や人々の文化を反映してい

る側面も持つ。食とはロシアだけでなく、日本

においても身近であり、より国の固有の文化を

感じられるものであると考え、ロシア料理につ

いて扱うこととした。 

 構成は「ペーチカ」と「マトリョーシカ」と

いうロシア料理店2店舗と、専修大学に出入り

し、パンを卸している「富士ベーカリー」への

インタビュー記事の３本である。ロシア料理店

については、日本人オーナーとロシア人オーナ

ーの２店に取材した。これは日本人から見たロ

シア人、ロシア人から見たロシア人を描き出す

ことを狙いとしている。富士ベーカリーについ

て、今回の雑誌のメインターゲットである「大

学生」が、その生活の中でメインである場所が

「大学」であり、その中で食を提供している場

所という点から対象とした。 

 

8．特集「『おおきなかぶ』ーわたしたちをつ

なぐ物語ー」 

 

 特集のテーマである「知らなかった、ロシア

がここに。あなたの中の、ロシアがかわる。」

に沿いながら、副題の「半径5メートルのロシ

ア」を中心に、身近に存在するロシアとして

「おおきなかぶ」について記事制作を行った。 

 また、「おおきなかぶ」は、誰もが一度は読

んだことのある昔話であろう。 「おおきなか

ぶ」を取り上げることとした理由に「おおきな

かぶ」がロシアの民話であることを挙げる。日

本でも親しまれる「おおきなかぶ」が、日本の

ものではなくロシアの民話だったという事実を

知る日本人は多くないだろう。そこで、私たち

が知らない、気づかないところにもロシアに関



係しているものがあるということを「おおきな

かぶ」を取り上げることで、呼びかけようとし

た。 

 記事を制作するに当たり、主に論文での調査

を行った。「『おいしい！』だけじゃない」の

ようにインタビュー中心ではなく、論文を中心

とした調査による記事制作を選択した理由とし

て、作者が不明であり、再話を行ったとするト

ルストイや翻訳者がすでに亡くなっていること

を挙げる。この他、ロシアでは「かぶ」が昔か

ら重宝されていた食材だったことなど、前提と

する知識に関しても不十分であったことから論

文を使用しての調査が適切だと考えた。 

  構成内容は、ロシア民話としてロシアで親

しまれる「おおきなかぶ」、日本で定着した経

緯と背景、ロシアと日本の「おおきなかぶ」か

らみた「おおきなかぶ」に関わる発見、日本で

出版されている7冊の「おおきなかぶ」絵本の比

較の4本である。 

 

9．コラム記事 

 

 コラム記事3本は、メインの特集記事である食

と「おおきなかぶ」だけではなく、日本で親し

まれるロシアに関わる雑貨や施設などをコラム

記事として取り上げ、雑誌内容の充実を図った

ものである。 

 食に関連して日本と異なった親しみ方をされ

るそばについてまとめた「スーパーフード！？

そばの実」では、文献を中心とした記事中にレ

シピを挿入することで、特集本筋では示すこと

がなかった読者に「考えながら、つくってもら

う」という体験を通して「考える」を誘導する

意図がある。 

 見開きで掲載した「ロシアからのおくりも

の」は、ロシア雑貨として有名なマトリョーシ

カのほかロシア名産品である琥珀などを扱う雑

貨店「マリンカ」に取材を行ったものである。

店主の経験や思いから、ロシア雑貨ひいてはロ

シアへの興味を持ってもらうことを目的とし

た。 

 また「サウナ好き集まれ！世界一熱いサウ

ナ」では、近年国内においてブームとなってい

るサウナを取り上げることで、ロシアに行かな

くてもロシアを体験出来ることを読者に示し

た。 

 

 
  

10．InDesignでの制作 

 

 編集作業は主にAdobe社がリリースしているIn

Designを用いた。 

 制作に先立ち、InDesignでの編集経験はおろ

か、雑誌の編集経験が乏しいことが問題であっ

た。そこで、烏有書林の上田宙さん、印刷学会

出版部より石沢岳彦さんにご指導頂いた。 

 各原稿を担当した人が自分で考える暫定的な

レイアウトデザインを学校内PCで作成。さら

に、Adobe社のソフト操作性に比較的手慣れてい

る3人で修正・入稿を行った。制作にあたっては

Googleドライブに修正版PDFをアップ、各々で

修正点を指摘、それを受けて制作班が直してい

くという形式を採用。修正総数は数十回にも登

り、編集の大変さを実感することとなった。 

 

11．制作から得た課題 

 

 制作を通じて、4つの課題が浮かび上がった。 



 1つは、スケジュールである。植村より入稿日

が示され、逆算的に締め切り日を設定、全体で

共有した。しかし、個人や担当特集ごとでの締

め切り、作業時間の配分を設定できず、最終締

め切り１週間前にようやくInDesignでの本格的

な作業に移るといった事態が起こった。 

 ２つ目に、取材や記事内容の質である。イン

タビュー取材に行く際に、取材相手やロシア料

理についての事前準備が不十分であり、取材後

にも追加で質問する、再び取材をするなど相手

に時間を取らせてしまうことがあった。事前準

備をしておくことで、取材相手からより詳しく

話を聞くことができたと考える。記事に関して

も、文章に起こしていく中で詳しく書きたいと

ころが見えてきたこともあり、最初からある程

度の方向性を持っていることの重要性を感じ

た。 

 3つ目に、InDesignでの制作における知識、経

験不足と担当分量の偏りである。InDesignの操

作は全員初めてであったこともあり、経験不足

と知識不足がまず、問題となった。また、先に

挙げたようにInDesignでの制作期間が非常に短

く、大学以外での作業が求められることとなっ

た。しかし個人でInDesignを所有している者は

３人しかおらず、ここで分量の偏りが生まれて

しまった。これもスケジュールの管理によって

対処出来たことであると考えるが、知識に関し

ては長期的な学習が必要であったと考える。 

 最後に、資料やデータの保管、共有場所とし

て使用したGoogleDriveでのファイルの乱立を挙

げる。修正や新たな問題が発生するたびにファ

イルを挙げ直したが、同じようなファイル名、

似た並びによってデータの位置が分からなくな

り片っ端からファイルを開くなど時間が取られ

る場面が度々見られた。また、データの完成版

も同じようにDriveを利用したがゼミ内での共有

が上手くいかず、結果的に修正前のデータでの

入稿となるページがあった。こうしたインター

ネットを介した共有、伝達には常に二重、三重

での確認が必要であり、同時にインターネット

社会を生きる私たちの最大の課題である。 

 

12．学びと結び 

 

 私たち植村ゼミ11期生はコロナ禍での入学、1

年次のオンライン授業、2年次のオンラインと対

面のハイブリッド授業という極めて異例の学生

生活を送ってきた。4月、授業形態が対面に切り

替わり、ようやくお互いの顔を知ることになっ

た。挨拶もそこそこに、植村より示された「雑

誌制作」という1年がかりの目標はあまりに未知

数で、本当に形になるのかと不安になったこと

を覚えている。 

 手に取る機会も減った雑誌にあえて取り組む

意味とは。ロシアを取り上げる必要性とは。そ

して何より、雑誌をつくることができるのか。

様々な思いのなかで、今回無事に雑誌をつくり

あげ、こうして発表できることに言葉に表せな

いほどの安堵を感じている。 

 雑誌制作を通じ、普段触れない分野に関する

調査や取材、それに基づいた記事作り。また、

期日から逆算したスケジュール調整や管理とい

った、これまで行ってこなかったことへの挑戦

が多々あった。雑誌を作り終え確かな達成感を

感じると共に、新たな視野や知見を得ることが

でき、個々人のレベルアップもできたのではな

いだろうか。 
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